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理
事
十
二
名
、
監
事
四
名
の
出
席
の
も
と
、
五
月
十
七
日
開
催
の
第
一
回

役
員
報
酬
審
議
委
員
会
、
五
月
二
十
日
開
催
の
第
二
回
総
務
委
員
会
で
の
審

議
結
果
を
踏
ま
え
、
協
議
事
項
十
項
目
を
審
議
し
た
。
主
な
協
議
内
容
並
び

に
結
果
は
次
の
と
お
り
。

第
三
回
理
事
会

五
月
二
十
四
日
　
広
酪
本
所
会
議
室

■
第
十
九
回
通
常
総
会
議
案
を
決
定

■
模
範
組
合
員
表
彰
者
等
を
決
定

■
第
二
回
総
務
委
員
会
審
議
事
項

一　

�

第
十
九
回
通
常
総
会
の
開
催
及
び

総
会
に
付
議
す
べ
き
事
項
等

二　

�

平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
・
事

業
予
算
案

三　

定
款
の
一
部
変
更

四　

模
範
組
合
員
表
彰

五　

酪
農
現
役
従
事
功
労
者
表
彰

協
議
一

第
十
九
年
度（
平
成
二
十
四
年
度
）事
業

報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
承
認

▼
平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
書
を
監
事
に

提
出
し
、
五
月
八
日
か
ら
十
日
に
亘
り
、
監

事
に
よ
る
子
会
社
調
査
を
含
め
た
定
例
監
査

が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
監
査
報
告
書

が
理
事
会
に
提
出
さ
れ
た
。こ
れ
を
受
け
て
、

平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
書
の
確
定
と
こ

の
内
容
に
関
し
て
、
軽
微
な
字
句
補
正
等
が

生
じ
た
場
合
の
判
断
を
組
合
長
に
一
任
と
決

定
し
た
。

▼
剰
余
金
処
分
案
は
、
当
期
未
処
分
剰

余
金
三
千
七
十
三
万
八
千
円
に
対
し
て
、

利
益
準
備
金
四
百
五
十
万
円
、
集
送
乳

設
備
機
器
積
立
金
六
百
四
十
六
万
二
千

円
、
出
資
配
当
金
四
百
三
十
九
万
七
千
円

（
一
％
）
を
差
し
引
き
、
次
期
繰
越
剰
余
金

千
五
百
三
十
七
万
七
千
円
と
決
定
し
た
。

協
議
二

監
事
か
ら
提
出
の
監
査
報
告
書
受
理

▼
五
月
八
日
か
ら
十
日
に
亘
り
、
平
成

二
十
四
年
度
の
組
合
業
務
執
行
状
況
等
に
関

す
る
監
事
の
定
期
監
査
が
実
施
さ
れ
、
こ
の

監
査
結
果
を
踏
ま
え
て
の
「
平
成
二
十
四
年

度
監
査
報
告
書
」が
提
出
さ
れ
、
こ
の
受
理

を
決
定
し
た
。

協
議
三

第
二
十
年
度
事
業
計
画
の
策
定

▼
五
月
七
日
開
催
の
第
二
回
理
事
会
で
の
策

定
骨
子
を
も
と
に
作
成
し
た
「
平
成
二
十
五

年
度
事
業
計
画
・
事
業
収
支
予
算
」を
審
議

し
決
定
し
た
。

総
務
委
員
会
審
議
経
過
を
報
告
す
る
鈴
木
理
事
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協
議
四

定
款
の
一
部
変
更

▼
来
る
六
月
二
十
六
日
開
催
の
第
十
九
回
通

常
総
会
に
お
い
て
、
定
款
の
一
部
変
更
を
付

議
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

協
議
五

役
員
選
考
規
程
第
七
条
に
か
か
る
員
外

監
事
の
役
員
推
薦

▼
五
月
十
五
日
開
催
の
第
一
回
役
員
推
薦
会

議
に
お
い
て
、
員
外
監
事
の
推
薦
提
案
が
あ

り
、
こ
の
員
外
監
事
の
役
員
推
薦
に
あ
た
っ

て
は
、
役
員
選
考
規
程
第
七
条
に
お
い
て
、

組
合
長
が
事
前
に
理
事
会
の
承
認
を
得
て
、

役
員
推
薦
会
議
に
推
薦
し
、
な
お
か
つ
、
監

事
会
の
承
認
も
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
員
外
監
事
候
補
者
一
名
の
役
員
推
薦
会
議

へ
の
推
薦
を
審
議
し
、
こ
の
承
認
を
決
定
し

た
。協

議
六

第
十
九
回
通
常
総
会
の
開
催
及
び
総
会

に
付
議
す
べ
き
事
項
等

▼
来
る
六
月
二
十
六
日
開
催
の
通
常
総
会
に

あ
た
り
、
開
催
日
程
及
び
場
所
、
開
催
内
容
、

１）優良乳質出荷組合員表彰（４名）� （敬称略）
地　域 組合員名 住  所 表彰履歴 備　考
備　北 小迫　秀光 三次市三良坂町 10 回 ◎
南　部 （有）カドーレ 東広島市福富町 6 回 　

東　部
横山　彰人 府中市上下町 8 回 ◎

（農）吉浦牧場 世羅郡世羅町 7 回 ◎
▼ 備考欄の「◎」印による表示は、年間の検査回数（毎月上旬・中旬・下旬）36 回

全てに体細胞数値が 21 万個 /ml 未満を達成した組合員。

2）乳用牛群検定成績優秀組合員表彰（12 名）　　（敬称略）

地　域 組合員名 住　　所 表彰履歴

備　北

山本　　武 三次市三和町 3 回
橋本　洋資 三次市作木町 3 回
才木　啓久 庄原市峰田町 4 回
田邊　輝之 庄原市口和町 1 回
林　　智行 庄原市小用町 1 回
藤岡　裕士 庄原市木戸町 1 回

東　部

角　　康晴 府中市上下町 3 回
茨木　宏士 三次市甲奴町 2 回
道田　稔弘 三次市甲奴町 4 回
溝上　敬一 世羅郡世羅町 3 回
松重　　交 三原市大和町 2 回

南　部 石井　修二 東広島市福富町 5 回

上
程
議
案
、
通
知
方
法
及
び
そ
の
内
容
等
を

審
議
し
適
正
と
認
め
た
。

▼
こ
の
内
容
に
お
い
て
、
軽
微
な
字
句
補
正

の
必
要
が
生
じ
た
場
合
の
判
断
を
組
合
長
に

一
任
と
決
定
し
た
。

地域 被表彰者 満年齢 住　　所

西部

栗原　隆幸 80 歳 広島市安佐南区

渡辺　真作 80 歳 広島市安佐北区

新谷　弘知 80 歳 山県郡北広島町

東部 石崎　範人 80 歳 神石郡神石高原町

■酪農現役従事功労者表彰（4 名） （敬称略）

協
議
七

優
秀
組
合
員（
良
質
乳
出
荷
・
優
良
検
定
）

の
表
彰

▼
平
成
二
十
四
年
度
優
秀
組
合
員
と
し
て
、

来
る
六
月
二
十
六
日
開
催
の
第
十
九
回
通
常

総
会
開
会
前
に
、
①
優
良
乳
質
出
荷
者
表
彰

に
関
す
る
例
規
、
②
乳
用
牛
群
検
定
成
績
優

秀
組
合
員
表
彰
要
領
の
基
準
を
満
た
し
た
組

合
員
の
表
彰
を
決
定
し
た
。

協
議
八

酪
農
現
役
従
事
功
労
者（
八
十
歳
以
上
）

表
彰

▼
平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
一
日
現
在
に
お

い
て
満
年
齢
八
十
歳
に
達
し
、
か
つ
現
役
で

酪
農
業（
搾
乳
又
は
給
餌
、
清
掃
作
業
等
）に

従
事
さ
れ
、
広
島
県
の
酪
農
発
展
に
寄
与
さ

れ
て
き
た
組
合
員
、
又
は
家
族
の
方
を
被
表

彰
対
象
者
と
し
て
、
来
る
通
常
総
会
開
催
日

に
併
せ
て
の
表
彰
を
決
定
し
た
。
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○
今
月
の
表
紙

▼
皆
さ
ん
、
最
近
、「
踏
み
と
ど
ま
っ

て
じ
っ
と
自
然
の
草
花
を
観
察
」さ
れ

る
時
間
が
あ
り
ま
し
た
か
。

▼
「
忙
し
ゅ
う
て
そ
ん
な
時
間
が
あ
ろ

う
か
い
の
～
」と
の
言
葉
も
聞
こ
え
る

よ
う
で
す
。

▼
今
回
の
表
紙
写
真
は
、
水
田
の
畦
道

に
咲
く
「
ア
ザ
ミ
」に
レ
ン
ズ
を
向
け

シ
ョ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

▼
レ
ン
ズ
を
構
え
て
い
る
と
、
ミ
ツ
バ

チ
二
匹
が
飛
来
し
、
口
先
を
花
に
向

け
ま
し
た
。

▼
「
ア
ザ
ミ
」は
、
菊
科
に
属
す
る
植
物

で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
国
花
と
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

▼
日
本
で
は
百
種
以
上
あ
る
そ
う
で
す

が
、
今
回
は
ど
の
種
類
か
は
不
明
で

す
。

▼
花
言
葉
は
「
独
立
」「
厳
格
」「
復
讐
」

「
満
足
」「
触
れ
な
い
で
」「
安
心
」だ

そ
う
で
す
。

▼
ミ
ツ
バ
チ
が
、
蜜
を
採
取
す
る
た
め

の
一
心
不
乱
な
行
動
に
見
と
れ
ま
し

た
。

▼
日
頃
は
あ
ま
り
気
に
止
め
な
い
花

に
夢
中
で
群
が
る
ミ
ツ
バ
チ
の
姿

に
、〖
何
事
も
一
生
懸
命
に
〗・
・
・
」

と
テ
レ
パ
シ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

▼
レ
ン
ゲ
草
の
蜜
は
有
名
で
す
が
、
ア

ザ
ミ
の
蜜
も
市
販
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
一
度
、
食
し
て
み
た
い
も
の

で
す
。

▼
西
洋
ミ
ツ
バ
チ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
ア
フ
リ
カ
、
中
近
東
に
か
け
て
分

布
し
て
い
た
種
類
を
人
類
が
養
蜂
に

利
用
す
る
た
め
に
家
畜
化
し
た
も
の

だ
そ
う
で
す
。

▼
日
本
ミ
ツ
バ
チ
が
最
近
減
っ
て
い
る

と
の
情
報
を
聞
い
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
が
、
西
洋
ミ
ツ
バ
チ
と
日
本
ミ

ツ
バ
チ
の
特
徴
に
つ
い
て
、
一
歩
掘

り
下
げ
て
勉
強
し
た
い
と
感
じ
ま
し

た
。

▼
さ
て
、
表
紙
写
真
の
ミ
ツ
バ
チ
は
、

日
本
ミ
ツ
バ
チ
、
西
洋
ミ
ツ
バ
チ
の

ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
？

▼
胴
体
の
縞
模
様
が
は
っ
き
り
し
て
お

り
「
日
本
ミ
ツ
バ
チ
」と
思
い
ま
す
。

▼
蜜
を
持
ち
帰
っ
た
ミ
ツ
バ
チ
は
蜜
を

持
っ
て
い
る
花
の
あ
り
か
を
仲
間
達

に
知
ら
せ
る
と
い
う
習
性
が
あ
る
そ

う
で
す
。

▼
人
間
社
会
で
も
、情
報
共
有
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
が
云
わ
れ

ま
す
が
、
ミ
ツ
バ
チ
は
、
厳
し
い
自

然
界
を
生
き
抜
く
た
め
に
、
既
に
こ

の
こ
と
が
備
わ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

▼
皆
さ
ん
、
日
常
の
自
然
に
ち
ょ
っ
と

目
を
向
け
る
と
、
新
た
な
発
見
や
関

心
が
沸
く
か
も
知
れ
ま
せ
ん
よ
。

▼
何
か
と
気
ぜ
わ
し
い
時
世
だ
か
ら
こ

そ
、
身
近
に
あ
る
自
然
に
そ
っ
と
視

線
を
送
る
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

▼
視
点
・
視
線
を
変
え
る
と
明
日
へ
の

行
動
に
ヒ
ン
ト
が
芽
生
え
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
！

協
議
九

永
年
勤
続
職
員
表
彰

▼
就
業
規
則
第
六
十
九
条（
五
）、
並
び
に
賞

罰
実
施
規
程
第
六
条
に
基
づ
く
、
永
年
勤
続

職
員
の
表
彰
に
つ
い
て
、
五
月
二
十
日
開
催

の
第
一
回
賞
罰
委
員
会
の
審
議
を
経
て
、
次

の
二
名
の
表
彰
を
決
定
し
た
。

協
議
十

役
員
と
の
リ
ー
ス
契
約
に
か
か
る
利
益

相
反
取
引
の
承
認

▼
理
事
三
名
が
畜
産
経
営
力
向
上
緊
急
支
援

リ
ー
ス
事
業
に
申
請
す
る
に
あ
た
っ
て
、
理

事
会
運
営
規
則
第
七
条
一
項
の
別
表（
役
員

に
関
す
る
事
項
）に
掲
げ
る
「
理
事
と
組
合

間
の
利
益
相
反
取
引
の
承
認
」の
定
め
に
よ

る
理
事
会
承
認
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
審
議
を
行
い
承
認
し
た
。

被表彰者氏名 勤続年数 現在の役職

樽好　美子 30 年 東部事業所長

高松むつみ 25 年 事業推進課係長

■永年勤続職員表彰該当職員（基準日：平成 25 年 5月 31 日）� （敬称略）

■
報
告
事
項

一　

平
成
二
十
五
年
度
生
乳
生
産
の
状
況

二　

子
会
社
山
陽
乳
業
㈱
の
経
営
状
況

三　

今
後
の
会
議
日
程
等

四　

�

定
款
・
規
約
等
諸
規
程
集（
第
四
集
）
新
設

改
訂
版
の
配
布
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　池田道明代表監事は、第３回理事会終了

後、監事３名（１名欠席）の出席のもと、第

２回監事会を開催し、次の２つの議題を可

決承認した。

協議１）　��役員選考規程第７条にかかる
員外監事の役員推薦

　役員選考規程第７条において、組合長が

事前に理事会の承認を得て、役員推薦会議

に推薦し、なおかつ監事会の承認が必要と

なることから、この員外監事候補者の役員

推薦会議への推薦について審議し、承認を

決定した。

協議２）　�役員改選に伴う監事の
　　　　　　　　　　　選任議案の同意
　次回開催の通常総会での役員選任議案に

おける監事候補者については、定款第３３

条第９項に基づき、監事会での同意が必要

となることから、これを審議し決定した。

　山本武代表理事組合長は、役員報酬額の妥当性

を検討するため、役員報酬審議委員会設置規程に

基づく役員報酬審議委員会を開催し、委員５名全

員が出席した。出席委員は鈴木道弘氏、岩竹重城氏、

藤岡辰彦氏、伊達　薫氏、岡本倫明氏の５名。

　協議にあたっては、事務局から組合を取り巻く情

勢や財務状況を説明し、平成２５年度の事業計画に

掲げる役員報酬額を含めた審議を行い、理事会への

審議結果内容を取りまとめた。

地域 推薦委員の氏名

備北 橋本洋資、中野壮六、前谷重夫、住田博幸

南部 上川俊夫、石井修二

西部 吉川春三、三戸　保、泉　秀利、栗原隆幸

東部 淵上増廣、溝辺清春、伊達公一、新舎和久

役員改選に伴う
監事候補者の選任同意

役
員
推
薦
会
議

第
一
回
役
員
報
酬
審
議
委
員
会

第
二
回
監
事
会

五
月
十
五
日
・
二
十
七
日
　
広
酪
本
所
会
議
室

五
月
十
七
日
　
広
酪
本
所
会
議
室

五
月
二
十
四
日
　
広
酪
本
所
会
議
室

役員報酬の
妥当性を検証

役員候補者 16 名の推薦を決定
議長に橋本洋資氏を互選

　第 19 回通常総会では役員改選議案を上程すること
としており、組合は 4 月 19 日開催の役員推薦会議事
前説明会を経て、5 月 15 日、27 日の両日、役員推薦
会議を開催し、理事候補者 12 名、監事候補者 4 名の
役員候補者 16 名の推薦を決定した。議長には、橋本
洋資氏が互選され、円滑な議事進行のもと進められ
た。

■各地域から選出された 14 名の推薦委員� （敬称略）
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▼
昨
今
の
急
激
な
円
安
に
よ
る
影
響
か
ら

「
食
品
価
格
の
値
上
げ
」が
新
聞
や
マ
ス

コ
ミ
に
よ
っ
て
次
々
に
報
道
さ
れ
、「
酪

農
家
は
影
響
が
な
い
の
？
」、「
牛
乳
は

値
上
げ
し
な
い
の
？
」と
い
っ
た
問
い
合

わ
せ
が
あ
る
。

▼
こ
れ
に
は
「
酪
農
家
は
円
安
の
影
響
を

受
け
て
、
配
合
・
粗
飼
料
共
に
高
値
で

推
移
し
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

乳
価
引
き
上
げ
が
無
け
れ
ば
、
今
後
大

変
厳
し
い
状
況
に
な
る
」と
理
解
を
求
め

て
い
る
。

▼
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
当
組
合
で

は
第
二
十
六
回
Ｊ
Ａ
広
島
県
大
会
で
掲

げ
た
ト
ッ
プ
広
報
の
実
践
を
図
る
た
め
、

Ｊ
Ａ
広
島
中
央
会
と
の
連
携
か
ら
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
反
対
活
動
も
踏
ま
え
る
中
で
六
月

四
日
、
共
同
記
者
会
見
を
開
き
、
ひ
ろ

し
ま
酪
農
か
ら
の
情
報
発
信
を
行
っ
た
。

▼
こ
れ
に
先
駆
け
、
そ
も
そ
も
「
酪
農
業
」

の
存
在
価
値
と
は
何
か
。
絶
対
不
可
欠

な
産
業
と
し
て
の
位
置
づ
け
と
は
何
か

を
役
職
員
を
は
じ
め
、
組
合
員
、
関
係

団
体
に
投
げ
か
け
共
に
考
え
た
。

▼
酪
農
業
の
存
在
価
値
に
は
、
多
く
の
社

会
的
貢
献
が
あ
る
が
、
酪
農
業
が
絶

対
無
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
っ
た
決
め

手
と
な
る
も
の
を
見
出
す
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
牛
乳
や
酪
農
業
が
絶

対
な
く
て
は
な
ら
な
い
物
と
位
置
付
け

る
人
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
存
在
価
値
が

高
ま
り
、
そ
う
で
な
い
人
か
ら
す
れ
ば
、

そ
の
価
値
は
低
下
し
て
し
ま
う
か
ら
で

は
な
い
か
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

▼
牛
乳
は
、
栄
養
価
の
高
い
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
品
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
戦

後
に
お
い
て
学
校
給
食
を
は
じ
め
、
子

供
た
ち
の
成
長
に
大
き
く
貢
献
し
、
昨

今
で
も
熱
中
症
に
効
果
が
あ
り
、
料
理

に
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
食
材
と
し

て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

▼
酪
農
業
は
と
い
う
と
、
地
域
循
環
型
社

会
の
一
員
と
し
て
、
良
質
堆
肥
の
供
給

や
他
農
業
と
の
耕
畜
連
携
、
地
域
農
業

の
主
格
的
役
割
と
い
っ
た
機
能
を
も
っ

て
い
る
。

▼
と
り
わ
け
、
そ
の
存
在
価
値
の
一
つ
に

は
、
酪
農
業
を
生
業
と
し
て
生
活
す
る

職
業
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
あ
る
。

▼
昨
今
の
消
費
者
は
「
低
価
格
思
考
」が
高

ま
り
、「
安
全
・
安
心
」が
当
た
り
前
の

時
代
で
、
ひ
と
た
び
輸
入
食
品
の
事
故

が
起
こ
れ
ば
、
そ
の
時
に
は
「
国
産
へ

の
こ
だ
わ
り
」が
生
ま
れ
る
。

▼
現
在
の
日
本
の
食
糧
自
給
率
は
三
十
九

％
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
は
二
十
七
％
ま
で

下
落
す
る
と
予
測
。
日
本
政
府
を
は
じ

め
日
本
国
民
は
、
国
家
安
全
保
障
を
意

識
し
た
国
家
レ
ベ
ル
で
の
農
業
保
護
政

策
を
も
っ
て
、
国
民
意
識
の
改
革
と
共

に
農
業
支
援
策
が
必
要
で
あ
る
。「
安
か

ろ
う
、
悪
か
ろ
う
」で
は
、
食
の
安
全
は

担
保
さ
れ
な
い
。
そ
の
コ
ス
ト
は
当
然

必
要
で
あ
る
。

▼
な
ぜ
「
酪
農
業
」が
必
要
な
の
か
。
そ
れ

は
個
々
の
価
値
観
、
必
要
性
の
違
い
か

ら
一
概
に
は
言
え
な
い
も
の
の
、「
牛
乳

好
き
」「
酪
農
フ
ァ
ン
」が
増
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
価
値
が
高
ま
る

も
の
と
考
え
る
。

▼
「
日
本
の
酪
農
業
」、「
広
島
の
酪
農
業
」

が
無
け
れ
ば
い
け
な
い
理
由
を
一
緒
に

考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
広
告

塔
と
な
っ
て
Ｐ
Ｒ
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

中
国
三
県
購
買
担
当
者
会

六
月
六
日
　
三
次
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

　

中
国
三
県
購
買

担
当
者
会（
会
長　

藏
崎
哲
治
）は
、
平

成
二
十
四
年
度（
第

十
七
年
度
）総
会
と

第
三
十
回
合
同
研

修
会
を
開
催
し
、

島
根
・
山
口
・
広

酪
か
ら
二
十
三
名

が
出
席
し
た
。

　

総
会
で
は
「
平

成
二
十
四
年
度

（
第
十
七
年
度
）
事

業
報
告
並
び
に
収

支
決
算
」、「
平
成

二
十
五
年
度（
第

十
八
年
度
）事
業
計
画
並
び
に
予
算（
案
）」、

「
平
成
二
十
五
年
度
会
費
の
徴
収
方
法
」、「
役

員
の
選
出
」、「
規
約
第
三
条
お
よ
び
第
四
条

二
）の
変
更
」を
上
程
し
、
全
議
案
を
可
決
承

認
し
た
。
役
員
改
選
に
あ
た
っ
て
は
、
会
長

は
島
根
県
、
副
会
長
は
山
口
県
、
監
事
に
は

広
酪
か
ら
選
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

合
同
研
修
会
で
は
「
新
Ｄ
Ｍ
Ｓ（
収
益
向

上
を
図
る
た
め
の
経
営
戦
略
）～
Ｄ
Ｍ
Ｓ
の

狙
い
と
今
後
の
展
開
～
」と
題
し
て
、
丹
戸

靖
課
長
代
理（
全
酪
連
購
買
部
酪
農
生
産
指

導
室
）を
招
い
て
研
修
を
行
っ
た
。
研
修
の

要
旨
は
次
の
と
お
り
。

■
研
修
要
旨

㈠
　�

平
成
二
十
三
年
度
と
平
成
二
十
四

年
度
の
酪
農
経
営
の
状
況

　

飼
料
価
格
の
値
上
が
り
等
に
よ
っ
て
収
益

は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
中
で
も
儲

か
っ
て
い
る
経
営
体
は
あ
る
。
儲
か
る
ポ
イ

ン
ト
は
、
牛
の
更
新
率
・
死
廃
率
が
低
い
こ

と
に
あ
る
。
牛
一
頭

あ
た
り
の
損
失
が
ど

の
程
度
酪
農
経
営
に

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る

か
を
認
識
す
る
必
要

が
あ
り
、
牛
と
い
う

財
産
に
対
す
る
意
識

に
違
い
が
あ
る
。
こ
う
し
た
経
営
者
が
固
定

費
と
収
入
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
極
め
ら
れ
て
い

る
も
の
と
言
え
る
。

�

㈡
　
経
営
不
振
農
場
の
共
通
点
は
？

①
「
牛
」と
い
う
財
産
に
対
す
る
意
識
の
低

さ
、
②
牛
群
成
績
の
利
活
用
方
法
を
知
る
機

会
が
な
い
、
③
経
営
者
が
家
族
・
従
業
員
等

に
仕
事
の
指
示
を
出
さ
ず
、
自
主
的
に
仕
事

を
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
等
が
挙

げ
ら
れ
る
。

㈢
　
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
？

　

問
題
に
気
付
い
て
、
家
族
や
従
業
員
ら
と

情
報
共
有（
心
遣
い
）を
図
り
、
改
善
の
た
め

の
目
標
へ
の
意
志
を
高
め（
経
営
方
針
・
ビ

ジ
ョ
ン
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）、
経
営
の
変

化
に
気
付
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
こ
の
変

化
を
知
る
た
め
に
は
、
乳
量
、
乳
成
分
、
飼

料
給
与
量
、
体
重
、
育
成
牛
の
体
高
、
Ｂ
Ｃ

Ｓ
、
経
営
状
態
等
を
計
り
、
記
録
す
る
「
見

え
る
化
の
実
践
」で
無
駄
を
省
き
経
営
改
善

に
役
立
て
る
こ
と
が
重
要
と
強
調
さ
れ
た
。

平
成
二
十
四
年
度
総
会
・
第
三
十
回
合
同
研
修
会
開
催

儲
か
る
ポ
イ
ン
ト
は
「
牛
の
更
新
率
・
死
廃
率
が
低
い
こ
と
」

経
営
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
見
え
る
化
」
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上
げ
」が
新
聞
や
マ
ス

コ
ミ
に
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は
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上
げ
し
な
い
の
？
」と
い
っ
た
問
い
合

わ
せ
が
あ
る
。

▼
こ
れ
に
は
「
酪
農
家
は
円
安
の
影
響
を

受
け
て
、
配
合
・
粗
飼
料
共
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に
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。
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引
き
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げ
が
無
け
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ば
、
今
後
大

変
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し
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状
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に
な
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理
解
を
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こ
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し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
当
組
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で
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Ａ
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大
会
で
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た
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プ
広
報
の
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を
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る
た
め
、
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Ａ
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島
中
央
会
と
の
連
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ら
、
Ｔ
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反
対
活
動
も
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ま
え
る
中
で
六
月
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、
共
同
記
者
会
見
を
開
き
、
ひ
ろ

し
ま
酪
農
か
ら
の
情
報
発
信
を
行
っ
た
。

▼
こ
れ
に
先
駆
け
、
そ
も
そ
も
「
酪
農
業
」

の
存
在
価
値
と
は
何
か
。
絶
対
不
可
欠

な
産
業
と
し
て
の
位
置
づ
け
と
は
何
か

を
役
職
員
を
は
じ
め
、
組
合
員
、
関
係

団
体
に
投
げ
か
け
共
に
考
え
た
。

▼
酪
農
業
の
存
在
価
値
に
は
、
多
く
の
社

会
的
貢
献
が
あ
る
が
、
酪
農
業
が
絶

対
無
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
っ
た
決
め

手
と
な
る
も
の
を
見
出
す
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
牛
乳
や
酪
農
業
が
絶

対
な
く
て
は
な
ら
な
い
物
と
位
置
付
け

る
人
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
存
在
価
値
が

高
ま
り
、
そ
う
で
な
い
人
か
ら
す
れ
ば
、

そ
の
価
値
は
低
下
し
て
し
ま
う
か
ら
で

は
な
い
か
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

▼
牛
乳
は
、
栄
養
価
の
高
い
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
品
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
戦

後
に
お
い
て
学
校
給
食
を
は
じ
め
、
子

供
た
ち
の
成
長
に
大
き
く
貢
献
し
、
昨

今
で
も
熱
中
症
に
効
果
が
あ
り
、
料
理

に
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
食
材
と
し

て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

▼
酪
農
業
は
と
い
う
と
、
地
域
循
環
型
社

会
の
一
員
と
し
て
、
良
質
堆
肥
の
供
給

や
他
農
業
と
の
耕
畜
連
携
、
地
域
農
業

の
主
格
的
役
割
と
い
っ
た
機
能
を
も
っ

て
い
る
。

▼
と
り
わ
け
、
そ
の
存
在
価
値
の
一
つ
に

は
、
酪
農
業
を
生
業
と
し
て
生
活
す
る

職
業
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
あ
る
。

▼
昨
今
の
消
費
者
は
「
低
価
格
思
考
」が
高

ま
り
、「
安
全
・
安
心
」が
当
た
り
前
の

時
代
で
、
ひ
と
た
び
輸
入
食
品
の
事
故

が
起
こ
れ
ば
、
そ
の
時
に
は
「
国
産
へ

の
こ
だ
わ
り
」が
生
ま
れ
る
。

▼
現
在
の
日
本
の
食
糧
自
給
率
は
三
十
九

％
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
は
二
十
七
％
ま
で

下
落
す
る
と
予
測
。
日
本
政
府
を
は
じ

め
日
本
国
民
は
、
国
家
安
全
保
障
を
意

識
し
た
国
家
レ
ベ
ル
で
の
農
業
保
護
政

策
を
も
っ
て
、
国
民
意
識
の
改
革
と
共

に
農
業
支
援
策
が
必
要
で
あ
る
。「
安
か

ろ
う
、
悪
か
ろ
う
」で
は
、
食
の
安
全
は

担
保
さ
れ
な
い
。
そ
の
コ
ス
ト
は
当
然

必
要
で
あ
る
。

▼
な
ぜ
「
酪
農
業
」が
必
要
な
の
か
。
そ
れ

は
個
々
の
価
値
観
、
必
要
性
の
違
い
か

ら
一
概
に
は
言
え
な
い
も
の
の
、「
牛
乳

好
き
」「
酪
農
フ
ァ
ン
」が
増
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
価
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が
高
ま
る

も
の
と
考
え
る
。

▼
「
日
本
の
酪
農
業
」、「
広
島
の
酪
農
業
」

が
無
け
れ
ば
い
け
な
い
理
由
を
一
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、
そ
れ
ぞ
れ
が
広
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て
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。

　西部地域の若者で作る西部楽酪会（砂子拓也会長）は、
会員ら１１名（農家８名、家畜商１名、診療所１名、広酪
１名）が参加して、夏場における牛のストレス軽減策と猛
暑による分娩事故対策をテーマに２本立ての研修会を開
催した。
　第１部では、橋本氏（住化ライフテク（株））を講師に「サ
シバエ対策」を学び、サシバエが何処で発生し、生育して
いるのかを知ることが重要で、その発生源への対処がポ
イントと聞いた。
　第２部では、鎭野氏（出光興産（株））による「暑熱期、周産期を乗り切るルーメン管理と新素材」について聞き、
ルーメン内環境を常に良い状態で保つ事が重要で、夏場や産後にルーメン内の環境悪化をどれだけ抑えられ
るかがポイントと指摘があった。
　参加者からはサシバエの生育状況やルーメン内環境の改善が重要ということを再認識する有意義な研修会
となった。

西部楽酪会 5/15　西部事業所

夏を乗り切る酪農技術を学ぶ
「サシバエ対策」と「ルーメン管理」

★旅行代金：498 千円 / 人
★旅行期間：平成 25 年 9 月 4 日（水）~9 月 12 日（木）までの 9 日間
★発着地　：成田空港
★食事条件：朝食 7 回、昼食 6 回、夕食 5 回
★申込締切：平成 25 年 7 月 12 日（金）
★その他　： 会費以外に渡航手続料等が必要ですので、詳しい内容及

び申込に関しては事務局まで連絡ください。
★申込先及び問合先 :
事務局 : 事業推進課（担当・湯浅典子）電話 0824-64-2072

（一社）全国酪農協会からのお知らせ

第 47回全酪協会ヨーロッパ酪農視察研修
（訪問先:デンマーク・ドイツ・スイス・フランス）

ー酪農後継者の参加に対して 30万円を助成しますー


